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令和4年1月26日発行議会だより議会だより
いけだいけだ

園児みんなでついたお餅は
鏡餅になりました
池田保育園　餅つき大会



新
年
あ
い
さ
つ
／
11
月
臨
時
会

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
４
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
町

議
会
を
代
表
し
、
新
年
の
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
一
年
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
人
出
・
人
流
が
自

粛
さ
れ
る
な
か
、
財
布
の
紐
も
厳
し
く
、

旅
館
業
・
飲
食
業
・
観
光
地
の
皆
さ
ん
は

よ
く
頑
張
っ
た
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
終
息
は
望
め
ま
せ
ん
が
、

我
々
は
こ
の
２
年
間
の
生
活
で
、
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

改
め
る
も
の
は
改
め
、
や
め
る
も
の
は

や
め
、
時
代
に
合
っ
た
も
の
に
し
て
い
く
。

今
ま
で
の
生
活
習
慣
を
変
え
な
が
ら
、
次

の
時
代
に
乗
り
越
え
て
い
け
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

池
田
町
の
現
状
は
、
財
政
も
大
変
厳
し

い
状
況
で
す
が
、
決
し
て
悲
観
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
状
と
真
剣
に
向
き

合
え
ば
、
数
年
後
に
は
素
晴
ら
し
い
町
と

な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

今
年
も
議
会
は
皆
さ
ま
と
膝
を
詰
め
て

話
し
合
い
を
し
、
皆
さ
ま
の
意
見
を
町
政

に
反
映
し
て
参
り
ま
す
。各
種
イ
ベ
ン
ト
・

集
会
・
会
議
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

き
ま
す
。

皆
さ
ん
、
わ
れ
わ
れ
12
名
に
話
し
か

け
て
下
さ
い
。
皆
さ
ま
の
声
を
バ
ッ
ク

に
ス
ピ
ー
カ
ー
と
な
り
、
積
極
的
に
提

言
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
が
皆
さ
ま
に
希
望
の
あ
る
年
に
な

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

11月臨時会 11月10日臨時会を開催し、同意1件を審議し可決

池田町教育委員会教育長に
山崎　晃氏の任命（新任）について同意しました

任期　令和4年4月1日～令和7年3月31日（3ヶ年）

《山崎　晃氏の経歴》
◯大町市出身、62歳
◯信州大学教育学部卒
◯池田町高瀬中学校・池田小学校、大町市仁科台中学校・第一中学校な

どの教諭・教頭・校長を歴任、定年退職後は請われて北安曇教育会
長・大町市立南小学校校長（現職）。

◯住所：池田町３丁目
◯役職：日本精神療法学会理事（国際精神療法士2級）
◯著書：「私がわたしらしく育つ学校」（麻の葉出版、共著）など

《議会全員協議会での町の説明》
◯山崎氏は年度途中で現勤務を止めることができないので令和4年1月

から3月末まで教育長職務代理者に教育長代理をお願いする。この件
については県教育委員会及び大町市教育委員会の理解をいただいて
いる。なお、予算・決裁などの業務は副町長が代行する。
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議会議長
矢口 新平

山崎　晃 氏

財
政
再
建
で

財
政
再
建
でより

良
い
町
づ
く
り
を

よ
り
良
い
町
づ
く
り
を

新
年
の
あ
い
さ
つ

新
年
の
あ
い
さ
つ



12
月
定
例
会

◦12月定例会の概要
12月定例会は12月6日から17日まで行われました。補正予
算3件、承認1件、ほ場整備にともなう町道の廃止・認定など
議案5件、池田町固定資産評価委員の選任同意2件・池田町
農業委員会委員の任命同意12件を審議し、可決しました。

補正予算の
主な目玉事業

子育て世帯への子育て世帯への
臨時特別給付金臨時特別給付金

事業事業

事業費：1億1,957万円

新型コロナウイルス新型コロナウイルス
ワクチン追加接種ワクチン追加接種

事業費：2,744万円

修繕工事修繕工事

事業費：497万円

灯油等灯油等
購入助成金購入助成金

事業費：553万円

［財源］国庫補助金（10/10)［財源］国庫補助金（10/10)
国のコロナ対策支援金として児童手当支
給対象児（申請不要）及び新生児（令和3年
10月～令和4年3月末まで、申請必要）・18
歳までの高校生（申請必要）、１人につき
10万円を一括給付する。

［財源］国庫負担金・補助金（10/10)［財源］国庫負担金・補助金（10/10)
1月から3回目接種を実施している。3月31
日までの予算

［財源］一般財源［財源］一般財源
○防災無線のJアラート用パソコン及びバッ

テリーの交換を行う。
事業費　369万円

○創造館の緊急一斉放送機器故障修繕（落
雷による故障、基盤交換する）

事業費　128万円

［財源］一般財源（国特別交付税を算入）［財源］一般財源（国特別交付税を算入）
・助成方法　申請が必要
・申請締め切り　令和4年2月28日

灯油などの高騰に対する支援として、町民税非課
税世帯のうち、次の世帯（施設入所者等を除く）に
１万円を助成する。
75歳以上の高齢者のみの世帯、身体障害者手帳・
療育手帳・精神保健福祉手帳の保持世帯、介護保
険要介護度4～5の世帯、母子および父子世帯、生
活保護世帯

12月12月
定例会定例会
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創造館修繕工事箇所
（総合防災盤）



予
算
決
算
特
別
委
員
会

ここが　ここが　
　聞きたい　聞きたい 予 算 審 査予 算 審 査 質疑質疑
令和 3年度補正予算議案を予算決算特別委員会で審議しました。そのポイントをお知らせします。

11月臨時会
12月定例会

主な議案の説明と
審査結果

●
国
保
の
電
算
シ
ス
テ
ム
の

不
具
合
に
つ
い
て　
　

問　

町
で
の
発
生
状
況
と
今

後
の
対
応
は
。

答　

1
件
あ
り
通
知
を
出
し

た
。
電
算
の
シ
ス
テ
ム
担
当

者
が
町
に
説
明
に
来
る
。

●
大
北
森
林
組
合
の
補
助
金

返
還
に
つ
い
て

問　

町
が
県
へ
返
還
す
る
残

金
の
総
額
は
。

答 

令
和
3
年
度
分
の
返
還

後
は
1
千
1
5
0
万
円
位

で
あ
る
。

●
道
路
台
帳
の
整
備
委
託
費

（
31
万
円
）
に
つ
い
て

問　

町
財
政
が
厳
し
い
の
で

職
員
で
行
え
な
い
か
。

答　

交
付
税
の
算
定
に
も
影

響
し
、
技
術
的
に
職
員
で
の

対
応
は
難
し
い
。

●
道
路
除
雪
作
業
者
の
安
全

対
策
に
つ
い
て

答　

作
業
委
託
契
約
時
に
焦

ら
ず
怪
我
を
し
な
い
よ
う
に

指
導
を
行
っ
た
。

ま
た
、
11
月
の
除
雪
会
議
時

に
除
雪
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お

願
い
し
、
そ
の
結
果
を
基
に

●
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
今
年

度
の
状
況
は
。

答　

今
の
と
こ
ろ
昨
年
よ
り

増
え
て
い
る
。
こ
の
ま
ま

い
け
ば
、
昨
年
度
よ
り
も

1
千
万
円
程
度
増
え
る
と
見

込
ん
で
い
る
。

●
移
住
定
住
補
助
金
に
つ
い

て
問　

移
住
定
住
補
助
金
の
減

額
の
影
響
は
。

答　

申
請
数
は
前
年
度
に
比

べ
、
新
築
は
22
件
に
対
し
16

件
、
中
古
は
8
件
が
5
件
に

減
っ
た
。
し
か
し
、
昨
年
4

月
か
ら
11
月
末
ま
で
の
移
住

者
数
は
41
人
、
今
年
も
同
じ

期
間
で
41
人
だ
っ
た
。
単
純

な
比
較
は
難
し
い
。

考
え
て
い
き
た
い
。

●
会
染
保
育
園
の
施
設
修
繕

費
（
30
万
円
）
に
つ
い
て

答　

配
管
か
ら
の
水
漏
れ
修

理
で
あ
る
。
ボ
イ
ラ
ー
は
問

題
な
い
。

●
池
田
保
育
園
の
設
計
委
託

料
（
23
．
6
万
円
）
に
つ

い
て

答　

3
歳
児
・
4
歳
児
の
各

ク
ラ
ス
に
1
台
ず
つ
エ
ア
コ

ン
を
設
置
す
る
工
事
の
設
計

委
託
料
で
あ
る
。

問　

池
田
保
育
園
は
地
中
熱

利
用
で
、
夏
も
冬
も
一
定
温

度
で
利
用
で
き
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
。

答　

子
ど
も
た
ち
の
密
集
度

が
高
い
の
で
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
た
い
。

●
児
童
セ
ン
タ
ー
の
公
用
車

購
入
費
（
30
．
5
万
円
）

に
つ
い
て

問　

必
要
性
は
。

答　

以
前
公
用
車
が
あ
っ
た

が
廃
止
さ
れ
私
用
車
で
対
応

し
て
い
る
。
中
古
車
を
購
入

し
、
子
ど
も
教
室
や
職
員
の

移
動
に
使
い
た
い
。〈

表
紙
〉

12
月
21
日

池
田
保
育
園
　
餅
つ
き
大
会

園
児
・
保
護
者
代
表
・
先
生
み
ん

な
で
お
餅
を
つ
き
ま
し
た
。

最
高
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
で
き
た

お
餅
は
、
鏡
餅
と
し
て
新
年
に
デ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

み
ん
な
元
気
で
楽
し
い
一
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
。

池田町議会だより　　第 133号　　2022 年 1月 26日発行 4

ふるさとチョイス 池田町返礼品ランキング



11月臨時会
12月定例会

主な議案の説明と
審査結果

審
査
結
果
一
覧

○・・・賛成　●…反対

審
査
結
果

松
野
亮
子

大
厩
美
秋

中
山　

眞

横
澤
は
ま

矢
口　

稔

大
出
美
晴

薄
井
孝
彦

服
部
久
子

和
澤
忠
志

那
須
博
天

倉
科
栄
司

矢
口
新
平

11
月
臨
時
会

同
意 教育委員会教育長の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

12　

月　

定　

例　

会

承
認

令和3年度一般会計補正予算（第5号）について
(国コロナ交付金を用いた町内業者への支援給
付金など1,531万円）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議　
　
　

案

国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
制定について（健康保険法の一部改正により
未就学児の保険料均等割りを2分の1に減額
する）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

国民健康保険条例の一部を改正する条例の制
定について（出産育児一時金を4千円加算し、
40万8千円とする）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

特別職の職員等の給与に関する条例及び池田
町執行機関の附属機関設置等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について（あづみ
野池田池田いきいき食育条例の施行にともな
い、健康長寿推進協議会委員を健康長寿食育
推進協議会委員に改める）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

町道の路線の廃止について（ほ場整備にともな
い内鎌・十日市場地区の町道一部を廃止する） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

町道の路線の認定について（ほ場整備にともな
い内鎌・十日市場地区の町道一部を新設する） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ○ −

令和3年度一般会計補正予算（第6号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和3年度国民健康保険特別会計補正予算
（第2号）について（国保連合会へ1,021万円
償還する）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和3年度池田町一般会計補正予算（第7号）
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

同　
　

意

固定資産評価審査委員の選任について（再任
の矢口茂樹氏・赤田喜久市氏を同意した） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

農業委員会委員の任命について（下記の12名
を同意した。任期：令和4年4月1日～令和7年
3月31日）

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

※矢口議長は表決には加わりません。

《新農業委員》 中山　博、片瀬善昭、村山一峰、小林伸司、矢口律子、横山健一、内山泰全、師岡隆盛、
山本春彦、丸山史子、丸山俊明、田中貴子（敬称　略）
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令
和
４
年
度
予
算
事
業
へ
の
提
言
書
と
町
回
答

9月議会での9月議会での
「令和４年度予算（事業）への提言書」に「令和４年度予算（事業）への提言書」に
対する町回答対する町回答 （回答：令和3年 10月 29日）

一般質問は、議員の日常活動と
調査・研究、町民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育長
などの方針を問うものです。

ここが聞きたい
９人が一般質問を行いました

９議員が町政を問う９議員が町政を問う９議員が町政を問う
1 町営バス委託料、会染小学校スクールバス委託料などの随意契約を見直し経費削減を図る

こと。

町回答 　●町営バス委託料は下記①～③の理由により、当面は現契約方法で委託していく。
なお、今後も業者との協議により経費削減に努める。

①国土交通省のガイドラインにおいて、運行業者の選定に当たっては経費の多寡のみを基準とす
ることなく、総合的に評価するよう規定されている。

②適正に業務を行っており、町の他路線と統一的な運行が可能である。
③近隣自治体での運行業務も委託され、安定的な運行サービスを確保できる。
●会染小学校スクールバス委託は委託可能な業者を入札方式により選定する。

2
町営バス明科線・安曇野線の安曇野市民の利用状況を調査
し、安曇野市の町営バス運行協力金について新市長に申し
込むこと。

町回答 　新市長には課題として話をしていきたいが、利用状況
を分析し検討する。

3
ふるさと応援基金は重要性の高い事項に活用すること。また、ふるさと納税の返礼品を登録
している事業所などで一定額の寄付金集めに貢献した事業所を表彰する規定を創設する
こと。（例：御代田町）

町回答 　●ふるさと応援基金の充当事業は精査し、効率的な使途を検討する。
●小規模でも新規返礼品を増やすなどの努力をいただいている事業者もあるので、特

定事業者の表彰は考えていない。

4

令和4年度の町政施政基本方針及び予算編成方針を早期に議会に示すこと。
①工場誘致が進展する具体的な取組み
②会染保育園の役割を果たす取組み
③旧教育会館が子どものためなどに有効活用できる取組み
④遊休町有地（旧上原商店跡地、交流センター東側）の利活用促進の取組み
⑤ハーブセンター東側の将来ビジョンを示し、効率的な運営への取組み

町回答 　新年度の予算編成方針は議会で説明する。なお、①～⑤は検討する。

5 自治会未加入者を町として調査し、対策を自治会と共に取組むこと。

町回答 　新年度、自治会に加入状況調査を行い、改善策を自治会長と意見交換する。

6 町営バス利用者へのアンケート調査を行い、停留所のアナウンスや乗車データがとれる料金
収納機の機械化などの改善措置を講じること。

町回答 　アンケート調査は実施する。業者はアナウンスにすぐに対応できないとしている。
料金収納機は 1 台 90 万円程度かかるので導入は考えていない。なお、バス停ごとの
乗降者数は毎月報告を受けている。
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一般質問は、議員の日常活動と
調査・研究、町民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育長
などの方針を問うものです。

ここが聞きたい
９人が一般質問を行いました

９議員が町政を問う９議員が町政を問う９議員が町政を問う

質問者 質問事項

横澤はま 議員
1. 行財政改革・持続可能な行財政運営について
2. 健康長寿・食育のまちづくりの取り組みについて

中山　眞 議員
1. 池田町行財政改革推進委員会答申についての町長の受け止め方と財政

危機マネジメントを問う
2. 新年度予算の町長基本方針について

大厩美秋 議員
1. 児童の通学路における安全対策について
2. 交流センター「かえで」と創造館の運用について

矢口　稔 議員
1. 経常経費の抑制につながる適正な人材の確保について
2. 町が取り組む地球温暖化対策について
3. 町の情報発信のあり方について

大出美晴 議員 1. 令和４年度当初予算編成方針における町長の具体的な道筋を聞く

服部久子 議員

1. 福祉灯油の実施を
2. 米価下落に対して町の対応は
3. 会染保育園の町民説明会とアンケートを通して町の考えは
4. 子供を守るための新型コロナ感染症対策は

薄井孝彦 議員

1. 業務引継はどう改善するのか
2. 災害時の避難対策・田んぼダムの取り組み強化を
3. 企業版ふるさと納税「地方創生応援税制」を導入し、「花とハーブの

里池田町」の取り組み強化を
4. 町長は町行財政の改革をどのように進めるか

松野亮子 議員 1. 雑草の有効活用で、ゴミ削減、肥料の供給、地球温暖化対策を

倉科栄司 議員
1. 町営墓地の階段部分に手すりの設置を
2. 町営墓地のＰＲについて
3. 行政のリーダーとしての言葉の発信について

◦読みやすい構成になっているが、専門用語（実質公債費比率など）の説明は必要。
◦表紙の「議会だより」は強調した方が良い。　
◦「三澤孝文さんの町民に聞く」は、秀逸である。

本年 6 月から 4 人の新モニターさんに読んで
頂きご意見を伺い、編集に活かしています。主な
ご意見を紹介します。

議会だよりモニターさんのご意見
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一
般
質
問

問
「
安
心
の
家
」
の
登
録
数
は
、
池
田
・
会
染

小
学
校
校
区
合
わ
せ
て
1
0
0
件
で
あ
る

が
、
全
通
学
路
平
均
し
て
分
布
さ
れ
て
い
る
か
。

答
池
田
小
学
校
校
区
、
会
染
小
学
校
校
区
と

も
に
一
部
の
地
域
に
偏
る
こ
と
な
く
、
通

学
路
全
体
を
均
等
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
分
布
し
て
い

る
。
ま
た
企
業
そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
る
。

問
児
童
に
よ
り
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
「
安

心
の
家
」
の
人
と
顔
見
知
り
に
な
る
活
動
、

警
察
と
協
力
し
講
習
会
等
の
実
施
を
提
案
す
る

が
。答

提
案
に
つ
い
て
は
す
べ
て
有
効
と
考
え

る
。
講
習
会
に
つ
い
て
は
、
警
察
、
防
犯

組
合
と
連
携
し
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
県
と
町
に
よ
る
通
学
路
の
一
斉
点
検
で
、

池
田
町
の
危
険
個
所
は
7
カ
所
で
あ
っ
た

が
、
改
善
に
向
け
た
今
後
の
取
組
み
は
。

答
危
険
個
所
の
状
況
に
応
じ
て
、
樹
木
伐
採

に
よ
る
見
通
し
改
善
、
路
面
標
示
や
看
板

設
置
、
外
側
線
の
新
設
や
引
き
直
し
を
実
施
す

る
。
安
全
教
育
の
一
層
の
充
実
及
び
ド
ラ
イ
バ
ー

の
意
識
改
善
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
安
全
確

保
を
行
う
。

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
の
第
一
次
答
申

問
町
長
の
「
危
機
を
脱
出
し
た
」
と
考
え
る

根
拠
は
。

答
「
財
政
健
全
化
法
」
上
の
財
政
指
標
は
全
て

健
全
と
な
っ
て
い
る
。
単
年
度
収
支
で
黒

字
決
算
と
な
り
、
財
政
調
整
基
金
は
令
和
8
年
度

ま
で
に
5
億
円
を
確
保
で
き
る
見
通
し
で
あ
る
。

問
経
常
収
支
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
基

金
残
高
の
3
項
目
が
県
内
58
町
村
中
ワ
ー

ス
ト
4
位
で
あ
る
。
全
て
に
入
っ
て
い
る
の
は
池

田
町
だ
け
で
あ
る
。
投
資
的
経
費
を
除
く
経
常

経
費
が
令
和
8
年
度
に
94
%
を
占
め
る
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、
こ
こ
を
改
善
し
な
い

か
ぎ
り
危
機
は
依
然
続
く
と
考
え
る
が
。

答
大
き
な
課
題
と
考
え
る
が
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
今
後
予
定
さ
れ
る
大
型
事
業

も
織
り
込
み
済
み
で
、
こ
れ
以
上
の
悪
化
は
な
い

も
の
と
考
え
る
。

問
第
一
次
答
申
を
受
け
て
、
い
つ
ま
で
に
、

ど
の
よ
う
に
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て

い
く
の
か
。

答
当
初
予
算
の
編
成
に
併
せ
て
職
員
数
や
人

件
費
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
精
査
し
な
が

ら
、
向
こ
う
5
年
間
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
答
申
に
出
さ
れ
て
い
る
職
員
数
の
削
減
に

つ
い
て
町
長
の
決
意
は
。

答
行
財
政
改
革
委
員
か
ら
答
申
を
い
た
だ

き
、
目
標
を
も
っ
て
取
り
組
む
決
意
で
あ

る
。問

職
員
給
与
の
削
減
を
求
め
て
お
り
、
行
政

責
任
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
町

長
の
考
え
は
。

答
令
和
3
年
2
月
に
一
般
職
員
に
つ
い
て
は

責
任
無
し
と
判
断
し
、「
減
額
は
行
わ
な

い
」
と
結
論
を
出
し
て
い
る
。

問
課
の
統
合
で
10
課
を
8
課
と
す
る
組
織
体

制
の
見
直
し
の
答
申
が
出
て
い
る
。
町
の

考
え
は
。
　

答
答
申
に
沿
う
よ
う
行
っ
て
い
く
。

問
令
和
4
年
度
と
5
年
度
に
限
り
45
歳
か
ら

54
歳
を
対
象
に
早
期
退
職
者
制
度
の
実
施

を
求
め
て
い
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。
　

答
新
た
な
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
な
る
が
、

期
間
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
。

問
業
務
の
見
直
し
、
合
理
化
、
効
率
化
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
か
。

答
一
気
の
見
直
し
に
は
多
く
の
課
題
が
あ

る
。
十
分
議
論
し
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
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横
澤
は
ま 

議
員

行
財
政
改
革
・
持
続

可
能
な
行
財
政
運
営

に
つ
い
て

中
山
　
眞 

議
員

町
長
の
財
政
危
機

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
問

う

大
厩
美
秋 

議
員

児
童
の
通
学
路
に
お

け
る
安
全
対
策
に
つ

い
て



一
般
質
問

交
流
セ
ン
タ
ー
「
か
え
で
」
と
創
造
館

の
運
用
に
つ
い
て

問
両
公
共
施
設
の
使
用
料
収
入
の
増
加
に
向

け
て
の
考
え
と
取
組
み
は
。

答
料
金
設
定
は
負
担
の
少
な
い
額
で
あ
る
と

考
え
る
。
収
入
を
増
や
す
た
め
に
は
、
町

外
の
方
の
営
利
を
目
的
と
し
た
利
用
を
伸
ば
し
た

い
。
施
設
の
使
い
や
す
さ
等
を
町
内
外
に
積
極
的

に
情
報
発
信
し
た
い
。

問
令
和
4
年
度
当
初
予
算
編
成
方
針
で
、「
か

え
で
広
場
」
に
児
童
遊
具
と
四あ

ず
ま
や阿
設
置
と

あ
る
が
、
町
長
の
描
く
広
場
と
は
。

答
す
で
に
ア
イ
デ
ア
・
意
見
を
募
集
し
て
お

り
、
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

参
考
に
し
な
が
ら
常
に
人
が
集
い
、
年
齢
を
問
わ

ず
愛
さ
れ
る
「
か
え
で
広
場
」
に
な
る
よ
う
目
指

し
た
い
。

新
年
度
予
算
の
町
長
基
本
方
針

問
新
年
度
の
主
な
予
算
削
減
案
、
削
減
事
業

は
あ
る
の
か
。
今
年
度
削
減
し
た
項
目
・

事
業
は
新
年
度
も
続
く
の
か
。

答
具
体
的
な
予
算
編
成
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る

予
算
査
定
で
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
令
和

3
年
度
削
減
し
た
項
目
は
原
則
継
続
す
る
。
一
部

事
業
は
見
直
し
を
し
て
い
く
。

問
会
染
西
部
ほ
場
、
会
染
保
育
園
等
の
大
型

事
業
計
画
案
と
そ
れ
に
対
す
る
財
政
健
全

化
の
道
筋
は
。

答
ど
の
よ
う
な
規
模
に
す
る
か
、
意
見
徴
取
・

検
討
の
段
階
で
あ
り
、
財
政
健
全
化
に
大

き
な
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
計
画
し
て
い
く
。

進
め
て
い
き
た
い
。

問
任
期
中
に
財
政
健
全
化
の
道
筋
を
つ
け
る

と
言
っ
て
い
る
が
、
町
長
の
決
意
は
。

答
経
常
経
費
の
削
減
が
大
き
な
要
素
と
な
っ

て
お
り
、
当
面
の
目
標
と
し
て
職
員
数
の

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
公
債
費
の
削

減
は
計
画
性
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
任
期
中
に
は

そ
の
道
筋
は
つ
け
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

健
康
長
寿
・
食
育
の
町
づ
く
り
の
取
組

み
に
つ
い
て

問
町
民
の
食
育
へ
の
関
心
や
意
識
を
高
め
る

た
め
に
「
食
育
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
」
の
活
用

や
情
報
発
信
は
ど
う
進
め
る
か
。
　

答
第
2
次
池
田
町
食
育
推
進
計
画
で
食
育
ピ

ク
ト
グ
ラ
ム
の
活
用
や
情
報
発
信
の
仕
方

を
考
え
て
い
き
た
い
。

問
今
後
の
持
続
可
能
な
地
産
地
消
の
推
進
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
生
産
者
を
育
成
し
な
が
ら
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

し
て
の
収
益
性
を
考
慮
し
、
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
て
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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絵文字で発信「食育ピクトグラム」

こ
ど
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
安
心
の
家
で
す
！

※

経
常
収
支
比
率
ワ
ー
ス
ト・ラ
ン
キ
ン
グ



一
般
質
問

問
灯
油
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
。
低
所
得
者
、

ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
に
福
祉
灯
油
実
施
を
。

答
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
75
歳
以
上
、
ひ
と

り
親
世
帯
な
ど
に
1
万
円
、
生
活
保
護
世

帯
に
8
千
円
助
成
す
る
。

問
2
0
1
4
年
、
国
は
灯
油
価
格
上
昇
の
助

成
の
趣
旨
を
鑑
み
、
生
活
保
護
世
帯
の
対

象
を
認
め
て
い
る
。
非
課
税
世
帯
と
同
額
の
助
成

を
求
め
る
が
。

答
調
査
し
把
握
す
る
。（
議
会
最
終
日
、
生
活

保
護
世
帯
も
1
万
円
補
助
す
る
と
回
答
）

問
生
活
保
護
の
冬
季
加
算
が
長
野
県
は
11
月

か
ら
実
施
だ
が
、
北
海
道
と
同
じ
寒
冷
地
な

の
で
10
月
か
ら
実
施
す
る
よ
う
国
、
県
に
要
望
を
。

答
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
に
要
望
を
伝
え
る
。

米
価
下
落
に
対
し
て
町
の
対
応
は

問
米
価
が
下
落
し
、
燃
料
代
、
肥
料
代
の
高

騰
も
重
な
り
、
大
規
模
農
家
ほ
ど
減
収
が

大
き
い
。
全
国
で
米
価
下
落
に
対
す
る
補
助
を
し

て
い
る
。
町
の
対
応
は
。

答
町
独
自
の
対
策
は
財
政
状
況
を
考
え
る
と

取
り
に
く
い
。

財
政
調
整
基
金
5
億
円
保
持
の
考
え
方
は

問
令
和
4
年
度
も
緊
縮
予
算
が
想
定
さ
れ
る

中
、
何
を
引
き
締
め
て
い
く
の
か
町
長
に

聞
く
。

答
財
調
の
取
り
崩
し
は
せ
ず
、
毎
年
の
決
算

余
剰
金
を
積
み
立
て
令
和
8
年
度
末
に
は

残
高
を
6
億
円
に
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

選
択
と
集
中
に
よ
る
予
算
配
分
と
は

問
何
を
ど
の
よ
う
に
選
択
し
、
ど
こ
に
集
中

す
る
こ
と
で
予
算
配
分
が
う
ま
く
い
く
と

考
え
る
の
か
。

答
事
業
の
優
先
順
位
づ
け
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
各
課
の
事
業
要
求
を
吟
味
し
実

施
事
業
の
取
捨
選
択
を
図
っ
て
い
く
。

具
体
的
な
方
針
内
容
に
つ
い
て

問
3
つ
の
重
点
テ
ー
マ
で
一
番
大
事
に
し
た

い
政
策
は
何
か
。

答
す
べ
て
が
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
に
繋
が
る

と
考
え
る
。

問
少
子
化
を
食
い
止
め
よ
う
と
す
る
の
か
、

子
供
を
増
や
し
た
い
の
か
。

問
経
費
削
減
の
た
め
人
件
費
を
削
減
す
る
の

も
大
切
だ
が
、
経
費
を
か
け
ず
に
人
材
を
確

保
す
る
方
法
も
あ
る
。
本
年
度
よ
り
国
は
地
域
内

の
連
携
強
化
の
た
め
「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
制
度
」
を
創
設
し
た
。
費
用
は
交
付
税
で

措
置
さ
れ
る
た
め
、
財
政
へ
の
影
響
は
な
い
。
人

材
確
保
の
視
点
か
ら
取
り
組
ん
で
欲
し
い
が
。

答
現
在
、
町
に
は
個
別
の
課
題
は
あ
る
が
、
制

度
を
利
用
し
て
の
長
期
的
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
は
な
い
。
こ
の
制
度
は
交
付
税
で
措
置
さ
れ

る
が
、
人
件
費
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
し
ま
う

た
め
、
人
件
費
の
削
減
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

問
国
や
県
、
各
種
団
体
か
ら
も
出
向
等
で
人
材

確
保
す
る
方
法
も
あ
る
。
人
材
確
保
に
つ
い

て
ぜ
ひ
研
究
し
、
検
討
し
て
欲
し
い
が
。

答
制
度
が
あ
れ
ば
大
い
に
活
用
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
提
案
も
い
た
だ
き
た
い
。

地
球
温
暖
化
対
策
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

問
当
町
は
昨
年
3
月
に
気
候
非
常
事
態
宣
言

を
行
っ
た
。
町
民
や
事
業
者
が
で
き
る
こ
と

な
ど
、
対
策
に
向
け
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
化
す
べ

き
と
思
う
が
。

答
県
で
は
「
信
州
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ブ
ッ
ク
」

（
※
写
真
）
を
策
定
し
て
い
る
。
使
用
エ

服
部
久
子 

議
員

福
祉
灯
油
の
実
施
を

大
出
美
晴 

議
員

令
和
４
年
度
当
初
予

算
編
成
方
針
の
具
体

的
道
筋
を
聞
く

矢
口
　
稔 

議
員

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
の

導
入
は
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問
コ
ロ
ナ
に
よ
る
減
収
で
飲
食
業
の
支
援
を

し
た
。
農
業
も
同
じ
で
は
な
い
か
。

答
農
業
者
と
意
見
交
換
の
場
を
具
体
化
す

る
。

会
染
保
育
園
の
説
明
会
な
ど
で
町
の
考
え
は

問
町
民
説
明
会
で
池
田
保
育
園
統
合
案
は
、

会
染
地
区
に
若
い
人
が
住
み
た
い
と
思
わ

な
い
、
送
り
迎
え
が
厳
し
い
、
な
ど
の
意
見
が
あ
っ

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
ど
の
よ
う
な
意
見
か
。
町
長

の
考
え
を
聞
く
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
は
72
件
あ
り
、統
合
案
が
49
件
、

現
地
に
2
階
建
て
が
13
件
、
会
染
地
区
内
で

新
築
移
転
が
8
件
な
ど
だ
っ
た
。
様
々
な
意
見
を

伺
い
今
年
度
中
に
2
案
に
絞
る
。

子
ど
も
を
守
る
た
め
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策

問
感
染
力
が
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
発
生
し
、

12
歳
未
満
の
児
童
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対

象
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
感
染
が
危
惧
さ
れ
る
。
保

育
園
、
学
校
、
児
童
セ
ン
タ
ー
で
国
の
補
助
を
使
っ

て
P
C
R
検
査
の
実
施
を
求
め
る
が
。

答
簡
易
検
査
キ
ッ
ト
は
小
中
学
校
に
70
個
、
保

育
園
に
50
個
配
布
さ
れ
た
が
、
補
完
的
に

使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
の
検
査
促
進
予
算
は
、

県
が
検
査
体
制
を
充
実
さ
せ
る
補
助
で
、
町
が

検
査
を
実
施
す
る
も
の
で
は
な
い
。

答
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策
を
講
じ

て
き
た
一
定
の
成
果
を
感
じ
て
い
る
。

問
農
業
政
策
に
ど
れ
だ
け
の
予
算
を
充
て
た

い
と
考
え
る
か
割
合
を
聞
く
。

答
今
年
度
3
億
2
千
万
円
程
度
農
業
関
係
に

か
け
て
あ
る
、
新
年
度
も
同
程
度
と
考
え

る
。
予
算
割
合
は
7
%
程
度
で
あ
る
。

問
町
長
の
考
え
る
防
災
と
は
。

答
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
、
避
難
所
の
確

保
は
、
地
域
防
災
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、

他
の
自
治
体
や
事
業
者
と
の
連
携
も
重
要
。
ま
た

避
難
訓
練
、
要
支
援
者
の
支
援
計
画
な
ど
防
災
体

制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

ネ
ル
ギ
ー
7
割
減
な
ど
目
標
が
示
さ
れ
て
い
る
。

町
は
県
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
て
取
り
組
み
を
進
め

て
参
り
た
い
。

町
の
情
報
発
信
の
あ
り
方

問
現
在
様
々
な
方
法
で
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
が
、
S
N
S
な
ど
町
の
公
式
情
報
が
正

確
で
あ
る
こ
と
の
担
保
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
各

種
メ
デ
ィ
ア
の
再
点
検
が
必
要
で
は
。

答
今
後
整
備
を
進
め
て
参
り
た
い
。

問
教
育
委
員
会
の
管
轄
す
る
部
分
で
は
小
中

学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
3
年

間
も
情
報
が
更
新
さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
の
議
事
録
も
更
新
さ
れ
て
い

な
い
が
。

答
確
か
に
情
報
が
ほ
と
ん
ど
無
い
状
況
で
あ

る
。
議
事
録
は
早
速
対
応
す
る
。
9
月
に
新

し
い
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
た
の

で
、
小
中
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し

て
い
く
予

定
で
あ
る
。
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問
こ
こ
数
年
の
聖
地
の
申
し
込
み
と
返
還
の
推

移
、
併
せ
て
返
還
理
由
に
つ
い
て
。

答
過
去
5
年
の
状
況
は
、
申
し
込
み
15
区
画
に

対
し
返
還
は
17
区
画
で
令
和
2
年
度
末
の

空
き
区
画
は
10
区
画
で
あ
る
。
返
還
理
由
は
継
承

者
が
転
出
等
で
池
田
町
を
離
れ
建
立
予
定
が
な
い

と
い
う
理
由
が
一
番
多
い
。
ま
た
、
自
宅
近
辺
に
墓

地
が
確
保
で
き
た
と
い
う
理
由
も
あ
っ
た
。

問
階
段
部
分
に
手
す
り
設
置
の
要
望
は
担
当

課
に
届
い
て
い
る
か
。

答
高
齢
に
な
っ
て
く
る
と
傾
斜
地
だ
か
ら
大
変

だ
と
い
う
話
は
よ
く
聞
く
が
、
具
体
的
に
手

す
り
設
置
を
望
む
要
望
は
な
い
。

問
聖
地
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
と
安
全
性
の

観
点
か
ら
手
す
り
の
設
置
を
検
討
し
て
欲
し

い
が
。

答
事
業
費
を
算
出
し
早
期
の
実
現
に
向
け
て
検

討
す
る
。

行
政
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
言
葉
の
発
信

に
つ
い
て

問
行
政
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
発
す
る
言
葉
は
非

常
に
重
い
も
の
で
あ
り
、
多
方
面
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
。
町
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
行
政
の

方
針
や
方
向
性
を
決
定
す
る
言
葉
は
よ
り
慎
重
性

問
化
学
肥
料
の
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
。
今

年
は
米
価
の
暴
落
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

が
、
化
学
肥
料
の
価
格
が
さ
ら
に
上
が
れ
ば
農
家

に
打
撃
と
な
る
。
農
水
省
に
よ
る
と
日
本
国
内
で

使
用
さ
れ
る
化
学
肥
料
原
料
は
そ
の
す
べ
て
を
輸

入
に
依
存
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
輸
出
国

側
の
事
情
に
よ
り
、
輸
入
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
と
い

う
事
態
も
起
こ
り
う
る
。
万
が
一
、
海
外
か
ら
の

化
学
肥
料
の
供
給
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
も
、
農
業
を

続
け
る
た
め
に
肥
料
も
自
給
で
き
る
町
を
目
指
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

温
暖
化
対
策
と
し
て
農
業
分
野
で
の
取
り
組
み

が
海
外
で
は
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
土
壌
表
層
の

炭
素
量
を
年
間
0
．
4
%
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
地

球
温
暖
化
対
策
を
す
る
と
い
う
4
/
1
0
0
0

（
フ
ォ
ー
パ
ー
ミ
ル
）
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
、
日
本
で

は
山
梨
県
が
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
果
樹

園
で
発
生
す
る
剪
定
枝
を
炭
に
し
て
炭
素
を
土
壌

中
に
貯
留
す
る
方
法
や
、
草
生
栽
培
、
剪
定
枝
の

チ
ッ
プ
や
堆
肥
等
の
施
用
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

よ
う
に
生
産
さ
れ
た
農
作
物
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て

い
る
。
農
業
で
雑
草
は
利
用
さ
れ
て
き
た
。
手
間

が
大
変
と
い
う
課
題
は
あ
る
が
、
無
尽
蔵
に
生
え

て
く
る
雑
草
を
た
い
肥
化
し
て
う
ま
く
活
用
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
町
民
が
で
き
る
温
暖
化

問
平
成
29
年
度
で
廃
止
予
定
で
あ
っ
た
「
農

地
集
積
奨
励
金
」
制
度
が
担
当
課
の
体
制

不
備
に
よ
り
、
町
は
8
0
6
万
円
の
不
要
な
支
出

を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
不
祥

事
を
受
け
、
町
は
ど
う
改
善
す
る
の
か
。

答
新
規
の
事
務
引
継
書
を
作
成
し
、
来
年
度

か
ら
実
施
す
る
。

問
課
全
員
で
引
継
ぎ
を
行
う
な
ど
で
事
務
内

容
を
課
職
員
が
知
り
、
協
力
す
る
課
体
制

に
し
て
い
く
こ
と
が
再
発
防
止
に
つ
な
が
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
の
町
長
の
考
え
は
。

答
新
規
の
事
務
引
継
書
は
課
で
知
恵
を
絞
っ

て
作
成
し
た
。
一
年
間
や
っ
て
問
題
が
あ

れ
ば
考
え
る
。

問
新
規
の
事
務
引
継
書
は
い
つ
議
会
に
示
す

の
か
。
議
会
の
意
見
を
検
討
し
改
善
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。

答
来
年
1
月
に
示
す
。
変
更
は
考
え
て
い
な

い
。

災
害
時
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
の
取
り
組
み
を
!

問
災
害
時
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
地
区

防
災
計
画
の
作
成
に
町
の
支
援
を
。

答
来
年
2
月
に
説
明
会
を
開
催
す
る
。

倉
科
栄
司 

議
員

町
営
墓
地
の
階
段
部

分
に
手
す
り
の
設
置

を

松
野
亮
子 

議
員

雑
草
の
有
効
活
用
で
、ゴ

ミ
削
減
、肥
料
の
供
給
、

地
球
温
暖
化
対
策
を

薄
井
孝
彦 

議
員

町
事
務
引
継
に
と
も
な

う
不
祥
事
を
受
け
、
町

は
ど
う
改
善
す
る
の
か
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が
求
め
ら
れ
る
。
町
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
思
い
の
ま

ま
を
言
葉
と
し
て
発
信
す
る
こ
と
の
危
険
性
に
つ

い
て
、
町
長
は
認
識
を
十
分
持
っ
て
い
る
か
。

答
十
分
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、

メ
デ
ィ
ア
と
の
雑
談
の
中
で
の
話
が
翌
日

の
紙
面
に
報
道
さ
れ
る
な
ど
、
発
言
に
は
慎
重
さ

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
認
識
し
、
よ
り
注
意
し
て

い
き
た
い
。

問
最
近
の
報
道
の
中
で
聞
き
た
い
。
教
育
長
の

人
事
案
件
に
つ
い
て
の
議
会
全
員
協
議
会
の

折
、
議
会
側
か
ら
教
育
長
の
不
在
期
間
が
生
じ
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
一
切
質
問
が
無
か
っ
た
と
町

長
の
言
葉
と
し
て
報
じ
ら
れ
た
。
実
際
は
副
町
長

か
ら
不
在
期
間
に
つ
い
て
の
補
足
説
明
が
な
さ
れ
、

議
会
側
は
了
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
報
道
か
ら
は

議
会
が
機
能
不
全
に
陥
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
危
険

性
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
新
教
育
長
の
選
任

に
当
た
っ
て
の
町
長
の
談
話
の
中
に
も
取
り
よ
う
で

は
誤
解
を
生
ん
で
も
仕
方
の
な
い
よ
う
な
発
言
が

あ
っ
た
。
町
長
の
見
解
は
。

答
言
葉
足
ら
ず
の
発
言
で
大
い
に
反
省
し
て
い

る
。
紙
面
で
ど
う
報
じ
ら
れ
る
か
も
十
分
考

慮
し
て
今
後
は
慎
重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

対
策
と
し
て
、
庭
や
畑
に
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ

る
場
合
は
、
刈
草
を
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
ず
に
堆
肥

に
す
る
な
ど
の
啓
蒙
活
動
は
で
き
な
い
か
。

答
庭
や
畑
が
あ
る
場
合
に
は
燃
や
さ
ず
に
堆

肥
化
し
て
土
に
返
す
よ
う
情
報
発
信
し
て

い
く
。

問
温
暖
化
対
策
と
し
て
雑
草
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。
雑
草
堆
肥
で
栽

培
し
た
農
産
物
を
町
の
特
産
品
と
す
る
な
ど
、
そ

こ
か
ら
収
益
を
上
げ
る
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

答
雑
草
が
優
良
な
肥
料
と
な
る
こ
と
は
理
解

を
深
め
た
が
、
農
業
者
の
高
齢
化
も
あ
り

雑
草
の
除
去
だ
け
で
精
一
杯
で
あ
る
。
有
機
農
家

に
と
っ
て
有
効
な
有
機
肥
料
と
し
て
活
用
が
始

ま
っ
て
い
る
の
で
将
来
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
考
え

て
い
き
た
い
。

問
災
害
時
、
避
難
所
へ
の
ペ
ッ
ト
と
の
同
行

避
難
に
つ
い
て
飼
養
者
へ
の
啓
発
を
。

答
ペ
ッ
ト
に
対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
た
い
。

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
導
入
し
、「
花

と
ハ
ー
ブ
の
里　

池
田
町
」
の
強
化
を
!

問
町
財
政
に
負
担
を
か
け
な
い
「
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
」
を
導
入
し
、「
花
と
ハ
ー
ブ

の
里
　
池
田
町
」
の
取
り
組
み
強
化
を
!

答
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
活
用
は
有

益
で
あ
り
、
必
要
と
考
え
る
の
で
研
究
し

て
い
き
た
い
。

問
ハ
ー
ブ
園
・
ガ
ラ
ス
温
室
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
・
施
策
に
つ
い
て
早
期
に
示
し
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
年
度
内
に
実
施
を
。

答
施
策
提
示
は
期
限
を
明
言
で
き
な
い
が
、

研
究
す
る
。
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「ハーブステーション」として誘客を目指す
ハーブガーデン

手
す
り
の
設
置
が
望
ま
れ
る
町
営
墓
地
の
階
段

海
外
か
ら
の
輸
入
に
依
存
す
る
化
学
肥
料



議
会
・
議
員
の
役
割
、仕
事

① 町 民 の 代 表 と し て 行 政 を
チェックする。

②町民の声を町に届け、より良
い町づくりの政策提言を行う。

③議会活動を町民に説明する。

◦年 4 回の定例議会（3・6・9・12 月）・臨時議会・
議会全員協議会・議員協議会（月 1 回）への出席

◦常任委員会（総務福祉、振興文教）、特別委員会　（予
算決算・ 議会報編集、食育条例など）、各種会議（町・
広域連合議会など）への出席

◦議案審査検討、一般質問原稿作成、各種会議資料作成
◦議員研修（県議会主催研修会、書籍、自主的出張）
◦町民の皆さんの要望把握活動
◦町民の皆さんへの説明責任活動

◦ 2020 年度に活動時間調査を行った。
A　議員平均の月活動時間は 53.2 時間であった。
B　町長が 1 日 8h 勤務とすれば、月勤務時間は

160 時間となる。
C　A ／ B=53.2 ／ 160=0.332

従って、当町議員一人月平均活動時間は全国町
村会の調査結果（議員活動時間は首長の約 1 ／ 3）
とほぼ同じ結果であった。

議会・議員の役割

議員活動の内容

池田町議会議員の活動時間調査結果

池田町議会議員の活動時間調査結果

項　　目 月活動時間（h） 割合（%）

①資料作り 9.9 18.6 

②委員会 8.7 16.4 

③定例会 8.4 15.8 

④公務 7.2 13.5 

⑤調査 5.2 9.8 

⑥研修 2.4 4.5 

⑦その他 11.4 21.4 

計 53.2 100.0 
町民の皆さんの声を受け
議会・議員で町に要請、

実現した事例

①国交付金を利用した地区公民
館の建て替え促進及びそこで
の運動教室の開催

②まちなかのゾーン 30 の設定
③学校給食での月 1 回の有機

米使用
④「あづみ野池田いきいき食育

条例」の制定

町議会
（議決機関）

町　民

町
政
の
執
行

町　長
（執行機関）
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人
口
と
議
員
定
数
の
関
係

　町村の人口と議員定数・報酬の関係を図 1・2 に示しました。池田町人口 9,764 人（令和
2 年 7 月 1 日現在）からみて池田町議会の議員定数 12 名・報酬 18 万 9 千 4 百円は平均的
と考えられます。なお、図中の○は池田町議会に該当する位置を示しています。

人口と議会の議員定数・報酬について

池田町議会だより　　第 133号　　2022 年 1月 26日発行15

図１　人口と議員定数の関係（長野県58町村）

信州大学経法学部　大野太郎教授作成
【出所】全国町村議会議長会「第66回町村議会実態調査結果の概要」（令和3年3月）

図２　人口と議員報酬の関係（長野県58町村）

信州大学経法学部　大野太郎教授作成
【出所】全国町村議会議長会「第66回町村議会実態調査結果の概要」（令和3年3月）
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新
春
を
迎
え
、
長
引
く
コ
ロ

ナ
禍
で
す
が
、
幸
多
き
正
月
を

迎
え
ら
れ
た
事
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
ほ
ど
町
が
危
機
的
な

財
政
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
へ
の

認
識
と
、
議
員
と
し
て
の
責
任

を
痛
感
し
た
年
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
更
に
、
今
後
５
年
間

は
非
常
時
の
財
政
運
営
の
思
い

切
っ
た
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
年
は
議
員
任
期
の
集
大
成

の
年
で
す
。
行
政
へ
の
確
実
な

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
、
住

民
の
声
を
し
っ
か
り
届
け
て
い

け
る
魅
力
あ
る
「
議
会
だ
よ
り
」

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

「
脚
下
照
顧
」
一
人
一
人
が

自
分
の
足
元
の
責
任
を
し
っ
か

り
果
た
す
毎
日
を
重
ね
て
い
き

た
い
。
そ
れ
が
私
達
に
で
き
る

一
番
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。　
　
　
　

横
澤
は
ま

■
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委　
員　
長　
　

薄
井　

孝
彦

副
委
員
長　
　

大
厩　

美
秋

委　
　

員　
　

横
澤　

は
ま

和
澤　

忠
志

倉
科　

栄
司

矢
口　

新
平

◉発行／池田町議会　◉企画・編集／議会報編集特別委員会　◦長野県北安曇郡池田町大字池田 3203-6（池田町役場内）
◦ TEL.0261-62-3131　◦ FAX.0261-62-9529　◦ E-mail　gikai@town.ikeda.nagano.jp　◦ http://www.ikedamachi.net/

編
集
後
記

編
集
後
記

次回議会だより発行は令和4年4月27日（水）を予定しています。ぜひ、御覧ください。

戦
前
・
戦
中
・
戦
後
を
生
き

て
き
て

「
み
ん
な
で
学
校
楽
し
い
な 

国
民
学
校
一
年
生
」
を
歌
っ
て

私
が
小
学
校
へ
入
学
し
た
の

は
昭
和
17
年
4
月
で
あ
る
。

昭
和
16
年
12
月
に
太
平
洋

戦
争
が
始
ま
っ
て
い
た
。
担

任
の
若
い
女
性
に
笑
顔
が
な

か
っ
た
。
怖
か
っ
た
。
三
年

生
に
な
っ
て
担
任
が
変
わ
っ

た
が
、
ま
た
き
び
し
か
っ
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

 

休
み
時
間
が
10
分
あ
っ
た

が
、
10
分
間
で
ト
イ
レ
を
済

ま
せ
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
。

そ
の
こ
ろ
軍
隊
が
同
居
し
て

お
り
、
南
校
舎
と
体
育
館
と

校
庭
の
一
部
と
便
所
は
共
用

し
て
い
た
。
ト
イ
レ
は
中
校

舎
し
か
な
く
休
み
時
間
は
、

「
わ
れ
先
に
」
と
ト
イ
レ
に
駆

け
込
む
こ
と
が
続
い
た
。
男

子
は
何
と
か
な
っ
た
が
、
女

子
は
列
を
作
っ
て
の
順
番
待

ち
だ
っ
た
。

時
間
が
過
ぎ
て
も
で
き
な

か
っ
た
生
徒
は
済
ま
す
こ
と

な
く
教
室
へ
戻
っ
た
が
、
授

業
中
に
泣
き
な
が
ら
漏
ら
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ

の
後
始
末
は
グ
ル
ー
プ
で
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

仕
方
な
く
雑
巾
が
け
で
始
末

に
あ
た
っ
た
。
そ
の
後
、
い
じ

め
が
続
い
た
。
先
生
は
黙
っ

て
み
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。

ま
た
、
三
年
生
か
ら
は
、

少
年
団
（
高
等
科
二
年
生
～

小
学
校
三
年
生
）
に
加
え
ら

れ
た
。
地
区
ご
と
に
班
が
作

ら
れ
た
。
班
単
位
で
大
峰
山

へ
連
れ
て
行
か
れ
て
開
墾
や

サ
ツ
マ
イ
モ
を
植
え
る
作
業

を
手
伝
わ
さ
れ
た
。
ま
た
、

農
作
物
を
つ
く
る
た
め
に
、

校
庭
を
畑
と
し
て
掘
ら
さ
れ

た
り
、
防
空
訓
練
が
続
い
た
。

八
幡
神
社
前
で
の
戦
争
行
事

が
多
か
っ
た
。
戦
争
末
期
を

感
じ
て
い
た
。

 ― 第 21 回 ― 

井口　博文さん（三丁目）

昭和10年4月6日生まれ　86歳
信州大学教育学部卒業
小学校、中学校などの教諭、教頭、校長を歴任
北安曇教育会長
教育委員会委員長（14年間）
文化財保護委員会委員長（現）

経　　歴

編
集
委
員
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
聞
き
し
、
生
の
声
を
届
け
ま
す
。

国民学校の勤労
奉仕
生徒が学生服姿で
作業に当たってい
ます。（「写真で語
る池田町誌」より）

終
戦
を
迎
え
る
と
、
大

人
た
ち
は
泣
い
た
り
怒
っ

た
り
し
て
い
た
が
、
子
ど

も
の
私
は
自
由
を
得
て
、

た
だ
嬉
し
か
っ
た
。

戦
後
は
何
も
か
も
変

わ
っ
た
。
今
ま
で
の
教
科

書
を
墨
で
消
す
作
業
が
行

わ
れ
た
。

先
生
方
は
呼
び
捨
て
か

ら
「
さ
ん
・
君
」
で
呼
ぶ

よ
う
に
な
り
、優
し
く
な
っ

た
。
生
徒
の
ご
機
嫌
を
取

る
よ
う
な
感
じ
を
受
け
た
。

小
学
校
か
ら
、
受
験
し
な

く
て
も
全
員
が
中
学
校
へ

入
学
が
決
ま
る
制
度
が
で

き
て
嬉
し
か
っ
た
。

憲
法
が
新
た
に
制
定
さ

れ
、
自
由
・
平
等
・
戦
争

放
棄
の
平
和
憲
法
を
学
ん

で
嬉
し
か
っ
た
。
そ
の
感

動
で
社
会
科
の
教
師
に
あ

こ
が
れ
た
。

教
師
に
な
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
経
験
を
つ
ん
だ
の
ち
、

教
師
を
指
導
す
る
仕
事
に

つ
き
、
教
師
の
自
主
的
な

指
導
を
大
切
に
す
る
教
育

を
説
い
て
回
っ
た
。

近
年
、上
か
ら（
国
か
ら
）

の
指
導
が
強
ま
り
、
教
師

の
自
主
的
な
思
考
に
も
と

づ
い
た
指
導
が
で
き
な
く

な
っ
て
き
た
こ
と
を
耳
に

し
て
心
を
痛
め
て
い
る
。

政
治
が
教
育
を
指
導

す
る
よ
う
に
な
り
、
戦
前

に
も
ど
る
よ
う
な
雰
囲
気

は
作
り
た
く
な
い
も
の
で

あ
る
。

【
お
詫
び
訂
正
】

前
号
の
三
澤
孝
文
さ
ん

の
文
章
で
病
院
の
土
地
購

入
を
８
戸
と
記
載
し
ま
し

た
が
、
18
戸
に
訂
正
し
お

詫
び
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。


